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表 現 法 を 基 礎 と し て,現 在 ユ ー ザ ・イ ン タ
ー フ ェ イ ス 設 計 の 支 援 シ ス テ ム の 開 発 を 進
め て い る。 こ の シ ス テ ム で は,デ ザ イ ナ ー
の 視 点,作 業 領 域,お よ び 設 計 ツ ー ル が 拡
大 さ れ,設 計 と検 証 の 同 時 性 を実 現 して い
る 。 ま た,情 報 の 多 側 面 性 に よ り,回 路 設
計,ソ フ トウ ェ ア 設 計,製 品 デ ザ イ ン な ど
の 異 領 域 間 で 設 計 情 報 の 共 有 化 が 可 能 とな
り,分 散 し た 設 計 組 織 で の 新 し い 協 調 設 計
文 化 の た め の 情 報 環 境 を 提 供 す る こ とが 可
能 とな る。
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